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資料１ 調査団員・氏名 
 
NO. 担当業務 名前 役職 
 
１ 

総括  江端 康行 外務省大臣官房 
文化交流部政策課 
（～平成 13 年７月） 

 
2 

総括 遠藤佳子 外務省大臣官房 
文化交流部政策課 
（平成 13 年 8 月～） 

3 技術参与 成田 剛 早稲田大学 
理工学総合研究センター 
客員研究員 

4 計画管理 小園 勝 国際協力事業団 
無償資金協力部 
業務第二課 

5 業務主任 
/維持管理計画 

川田晋也 国際航業株式会社 
海外事業部  
都市環境 G 技師長 

6 遺跡保存計画 
/機材計画 

川崎義雄 国際航業株式会社 
文化財事業部  
文化財研究室長 

7 施設設計１ 
/自然条件調査（水文） 

藤沢成一 国際航業株式会社 
河川砂防部 
河川設計グループ長 

8 施設設計２ 喜納政治 国際航業株式会社 
海外事業部 
都市環境 G 主任技師 

9 自然条件調査 下田省三 国際航業株式会社 
海外事業部 
地理情報部 主任技師 

10 施工計画/積算 佐藤尚文 国際航業株式会社 
海外事業部 
都市環境 G 主任技師 
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資料２ 調査工程 
（１）基本設計調査 

調 査 内 容 No. 月日 曜 
官 側 コンサルタント側 

1 6/3 日  業務主任、自然条件調査(測量)担当 
成田→バンコク (15:30): TG641 

2 6/4 月  バンコク (18:25) →ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ(19:45): QV425 
3 6/5 火  表敬訪問(EOJ, JICA, MIC, NIMCC) 
4 6/6 水  協議 (MIC, NIMCC) 
5 6/7 木  午前: ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ(06:15)→ﾊﾟｸｾ(07:25) 

 : QV301 
午後: 表敬訪問 (PDIC) 

6 6/8 金  ﾊﾟｸｾ→ﾜｯﾄﾌﾟｰ 現地調査 
ﾜｯﾄﾌﾟｰ→ﾊﾟｸｾ→打ち合わせ (PDIC) 

7 6/9 土  ﾊﾟｸｾ→ﾜｯﾄﾌﾟｰ 現地調査 
測量調査開始 

8 6/10 日 成田(11:00)→バンコク(15:30):TG641 遺跡保存計画担当 
成田→バンコク (15:30): TG641 
業務主任 
ﾊﾟｸｾ→ｳﾎﾞﾝﾗﾀﾁｬﾆ→バンコク(9:30):TG21 

測量調査 
9 6/11 月 午前:１０：００ 協議(ユネスコ) 

バンコク(18:25)→ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ(19:45):QV425 
測量調査 

10 6/12 火 表敬訪問 (EOJ, JICA, MIC, NIMCC) 
MIC 協議 

測量調査 
11 6/13 水 午前:ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ(06:15)→ﾊﾟｸｾ(08:15):QV201 

     ﾊﾟｸｾ→ﾁｬﾝﾊﾟｻｸ  
午後: 表敬訪問 (PDIC)  

                                              測量調査 
12 6/14 木 午前：8:30 チャンパサク県協議 

午後： 現地調査 
測量調査 

13 6/15 金 ﾊﾟｸｾ→ﾜｯﾄﾌﾟｰ現地調査 
測量調査 

14 6/16 土 ﾊﾟｸｾ→ﾜｯﾄﾌﾟｰ 現地調査 
午後：15:00 地元住民説明会開催 

測量調査 
15 6/17 日 調査団内会議 

測量調査 
16 6/18 月 午前: 8:30 チャンパサク県協議 

午後 : ﾊﾟｸｾ (17:20)→  ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ (18:30) : 
QV521      

業務主任 官側に同じ 
施設設計１，２、施工計画担当 
成田→バンコク (15:30): TG641 

測量調査 
17 6/19 火 ミニッツ協議 (MIC) 業務主任 官側に同じ 

施設設計１，２、施工計画担当 
バンコク→ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ(9:30):TG690 

測量調査 
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調 査 内 容 No. 月日 曜 
官 側 コンサルタント側 

18 6/20 水 ミニッツ協議 
 9:15 MIC 
14:30 NIMCC 

業務主任 官側に同じ 
施設設計１，２、施工計画担当  
ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ(06:15)→ﾊﾟｸｾ(08:15):QV201 

現地調査/測量調査 
19 6/21 木 総括及び計画管理 

午前: ミニッツ締結 (MIC) 
午後: 報告 (EOJ & JICA) 
技術参与 
ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ (10:30)→ﾊﾞﾝｺｸ(11:35): TG691 

業務主任 官側に同じ 
 
 
 

現地調査/測量調査 
20 6/22 金 総括及び計画管理 

ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ (10:30)→ﾊﾞﾝｺｸ(11:35): TG691 
業務主任  
ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ(10:00)→ﾊﾟｸｾ(11:00):QV512 

現地調査/測量調査 
21 6/23 土 ﾊﾞﾝｺｸ(10:50)→成田(19:00):TG640 現地調査/測量調査 

22 6/24 日  現地調査/測量調査 

23 6/25 月  遺跡保存計画担当 
ﾊﾟｸｾ(17:20)→ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ(18:30): QV521 
15:00 保管庫用地協議 

現地調査/測量調査 
24 6/26 火  遺跡保存計画担当 

ｳﾞｨｴﾝﾁｱﾝ (10:30)→ﾊﾞﾝｺｸ(11:35): TG691 
10:00 土取場視察 

現地調査/測量調査 
25 6/27 水  遺跡保存計画担当 

ﾊﾞﾝｺｸ(10:50)→成田(19:00):TG640 
現地調査/測量調査 

26 
 
 

37 

6/28 
 
 

７/09 

木 
 
 
月 

  
（この間 12 日間） 

9:00 現地調査結果報告会開催 
現地調査/測量調査 

38 7/10 火  施工計画・積算担当 
ﾊﾟｸｾ(14:25)→ｳﾞｨｴﾝﾁｬ n(15:35):QV522 

現地調査/測量調査 
39 7/11 水  施工計画・積算担当 

データ収集 
現地調査/測量調査 

40 7/12 木  ﾊﾟｸｾ(7:50)→ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ(9:45):QV302 
14:00 現地調査報告会（MIC & NIMCC） 

41 7/13 金  結果報告  EOJ ､ JICA 

42 7/14 土  報告書作成 

43 7/15 日  報告書作成 

44 7/16 月  ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ (10:30)→ﾊﾞﾝｺｸ(11:35): TG691 

45 7/17 火  ﾊﾞﾝｺｸ(10:50)→成田(19:00):TG640 
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（２）概要説明 
 
No. 月日 団長 / 技術参与 / コンサルタント 計画管理 

1 10/3 水 成田（11:00）→バンコク（15:30）:TG641  

2 10/4 木 ８：３０ ユネスコ協議  

バンコク（18:25）→ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ（19:45）:QV425 

 

3 10/5 金 ９：００   JICA 表敬  

１１：００ 日本大使館 

１１：３０ 情報文化省官房 

１４：００ 情報文化省 

 

4 10/6 土 ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ（6:15）→パクセ（7:25）:QV301 

１０：３０ PDIC 表敬 

１１：００ パクセ→ワットプー 現地踏査 

成田（11:00）→バンコク（15:30）: TG641 

 

5 10/7 日 ８：３０ パクセ→ワットプー現地踏査 

 

バンコク（08:20）→ヴィエンチャン（09:30）: TG 

690 

PM：マラリヤ防止計画協議  

6 10/8 月 ９：００ 副知事表敬  

１４：３０ PDIC 協議 

マラリヤ防止計画ミニッツ協議 

7 

 

10/9 火 ８：３０ 県・郡・PDIC・VPMO 合同協議 AM：マラリア防止計画ミニッツ署名 

PM：JICA・大使館報告 

パクセ（08:55）→ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ（10:05） : QV202 AM：報告書作成 8 10/10 水 

団内協議 

１４：００ 情報文化省協議 

１５：００ 情報文化省 副大臣表敬 

１５：３０ 情報文化省協議（継続） 

9 10/11 木 ８：３０ NIMCC 協議 

１４：００ 情報文化省ミニッツ協議 

10 10/12 金 １１：３０ ミニッツ署名 

１２：３０ JICA 報告 

１５：００ 日本大使表敬 報告 

11 10/13 土 ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝ（10:30）→バンコク（11:35）:TG691 

12 10/14 日 バンコク（10:50）→成田（19:00）:TG 640 
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資料３ 関係者（面会者）リスト 
 
・情報文化省(Ministry of Information and Culture) 

Director General, Department of Museums and Archeology  

Mr. Thongsa SAYAVONGKHAMDY 

Deputy Director General, Department of Museums and Archeology 

Mr. Bounhon CHANTHAMAT 

Ms. Chanphone SAYARATH 

Director, Division of Archaeology   

Mr. Viengkeo SOUKSAVATDY 

Chief , Section of Historic Monuments 

Souraphy VIRAVONG 

・情報文化省ﾁｬﾝﾊﾟｻｯｸ県支部(Provincial Office of Information and Culture) 

  Director      

Mr. Sipaseut SANSAVATH 

    Deputy Director 

      Mr. Sipan PHUTSADY 

Chief of Cultural Affairs    

Mr. Bounlap KEOKANGNA 

・ﾁｬﾝﾊﾟｻｯｸ県(Champasak Province) 

  Governor      

Mr. Onneua PHOMMACHANH 

Vice Governor  

 Mr. Sengham PHOMHE    

Mr. Sisamuth MAMKHENTHAO 

・ﾁｬﾝﾊﾟｻｯｸ郡(Champassak District) 

  Governor 

Mr. Bounhieng SOUKSAMLAN 

    Deputy Governor and Director of Vat Phou Management Office 

Mr. Sisavay ARCHKHAWONGS 

・ﾕﾈｽｺ ｱｼﾞｱ太平洋地域事務所 

Mr. Richard A. ENGELHARD 

Ms. Beatrice KALDUM 

・ﾌﾗﾝｽ極東学院      

Mr. Pierre PCHARD 

・日本大使館 
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大使   

宮本 吉範 

  一等書記官 

   川田 一徳 

三等理事官      

光本 政彦 

・JICA 

所長  青木  眞 

次長  和田 孝英 

次長 岡田 Yukiko 

所員  池田 則宏 

所員  小川 美織 
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資料４ 当該国の社会経済状況 
国名 ラオス人民民主共和国 

 Lao People’s Democratic Republic 

 

一般指標      

政体 人民民主共和制 *1 首都 ビエンチャン（Vientiane） *2 

元首 大統領／カムタイ・シーパンドーン *1,3 主要都市名 サバナケット、パクセ、ルアンプラバン *3 

独立年月日 1953年 10月 22日 *3,4 労働力総計 2,436千人(1999年) *6 

人種（部族）構成 ラオ族（タイ系）約 60％、他約 60数種族 *1,3 義務教育年数 5年間 *13 

言語・公用語 ラオス語 *1,3 初等教育就学率 72.2%（1996年） *6 

宗教 仏教 *1,3 中等教育就学率 28.5%(1997年) *6 

国連加盟 1955年 12月 14日 *12 成人非識字率 38.2％（2000年） *13 

世銀・ＩＭＦ加盟 1961年 7月 5日 *7 人口密度 22.08人/Km2（1999年） *6 

ASEAN加盟 1997年 7月 5日 *7 人口増加率 2.4%（1980-1999年） *6 

面積 236.80万 km2 *1,6 平均寿命 平均 53.1 男 51.90 女 54.40 *10 

総人口 5,097万人（1999年） *6 5歳児未満死亡率 143（1999年） *6 

   カロリー供給量 2,108.0kal/日/人(1997年) *10 

 

経済指標      

通貨単位 キップ（Kip） *3 貿易量 (1998年)  

為替レート 1ＵＳ＄＝7,562.00（2001年 9月） *8 輸出 342.1百万ドル *15 

会計年度 Dec.31 *6 輸入 -506.8百万ドル *15 

国家予算   輸入カバー率 1.9（月） （1999年） *14 

歳入総額  *9 主要輸出品目 電力、木材、縫製品、コーヒー *1 

歳出総額  *9 主要輸入品目 燃料、日用品、繊維原料 *1 

総合収支 -254.2百万ドル(1998年) *15 日本への輸出 12百万ドル（2000年） *16 

ＯＤＡ受取額 281.4百万ドル(1998年) *18 日本からの輸入 21.4百万ドル（2000年） *16 

国内総生産（ＧＤＰ） 1,432.39百万ドル（1998年） *6    

一人あたりＧＤＰ 290.0ドル（1999年） *6 総国際準備 135.2百万ドル(1999年) *6 

分野別ＧＤＰ 農業    52.6％(1999年) *6 対外債務残高 2,526.7百万ドル（1999年） *6 

 鉱工業   22.0％(1999年) *6 対外債務返済率（DSR） 7.7%（1999年） *6 

 サービス業 25.4％(1999年) *6 インフレ率 24.1％ *6 

産業別雇用 農業   男   % 女  % *6 （消費者価格物価上昇率） (1990-99年)  

 鉱工業       %    % *6    

 サービス業   %    % *6    

実質ＧＤＰ成長率 6.6%(1990-99年) *6 国家開発計画 社会経済計画:2001-2005 *11 

 

気象（1961年～1990年平均）場所：ビエンチャン（北緯 17度 57分、東経 102度 34分、標高 171m）  *4,5 

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 平均/計 

降水量 7.0 15.9 35.7 84.5 254.2 243.2 248.6 340.3 299.8 96.3 24.8 22.6 1,635.3mm 

平均気温 22.1 24.1 27.0 28.7 28.5 28.2 28.0 27.5 27.4 26.8 24.8 22.6 26.3℃ 
 
*1各国概況（外務省） *9 Government Finances Statistics Yearbook1999(IMF) 
*2世界の国々一覧表（外務省） *10 Human Development Report2000,2001(UNDP) 
*3世界年鑑 2000（共同通信社） *11 Country Profile (EIU) 外務省資料等 
*4最新世界各国要覧１０訂版（東京書籍） *12 United Nations Member States 
*5理科年表 2000（国立天文台編） *13 Statistical Yearbook 1999(UNESCO) 
*6 World Development Indicators2001(WB) *14 Global Development Finance 2001(WB) 
*7 BRD Membership List(WB) *15 International Financial Statistics Yearbook 2000(IMF) 
   IMF Members’ Financial Data by Country (IMF) *16 世界各国経済情報ファイル 2001（世界経済情報サービス） 
*8 Universal Currency Converter 注：商品輸入については,複式簿記の計上方式を採用しているため

支払額はマイナス標記になる。 
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国名 ラオス人民民主共和国 

 Lao People’s Democratic Republic 

 

わが国におけるＯＤＡの実績 *17 
暦年 

項目 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年  

技術協力 19.65 16.21 18.27 29.84 31.56  

無償資金協力 56.88 54.47 91.24 74.77 80.13  

有償資金協力  39.03     

総額 76.53 109.71 109.51 104.61 111.69  

 

当該国に対するわが国のＯＤＡの実績 *17 
暦年 

項目 1995年 1996年 1997年 1998年 1999年  

技術協力 22.31 20.43 18.83 20.90 32.03  

無償資金協力 78.79 39.31 59.45 61.61 14.29  

有償資金協力 -3.52 -2.33 0.32 3.06 14.29  

総額 97.58 57.41 78.59 85.57 132.53  

 

ＯＥＣＤ諸国の経済協力実績（1998年） *18 

 贈与（１） 

（無償資金協力 

・技術協力） 

有償資金協力 

（２） 

政府開発援助 

(ODA) 

(1)+(2)=(3) 

その他政府資金及

び民間資金(4) 

経済協力総額 

(3)+(4) 
 

二国間援助 163.0 2.7 165.7 4.4 170.1  

(主要供与国)       

1.Japan 82.5 3.1 85.6 -2.4 83.2  

2.Germany 18.4 0.0 18.4 0.0 18.4  

3.Sweden 12.0 0.0 12.0 0.2 12.2  

4.France 12.0 -0.3 11.7 3.0 14.7  

多国間援助 23.0 92.7 115.7 1.1 116.8  

（主要援助機関）       

1.AsDB   63.5 0.0 63.5  

2.IDA   23.7 0.0 23.7  

その他       

合計 186.0 95.4 281.4 5.5 286.9  

 

援助受入窓口機関 *19 

技術協力 ：首相府投資協力委員会（ＣＩＣ）  

無償 ：首相府投資協力委員会（ＣＩＣ）  

協力隊 ：首相府投資協力委員会（ＣＩＣ）  

 
*17わが国の政府開発援助 2000（国際協力推進協会）  
*18 International Development Statistics (CD-ROM)2000 OECD  
*19 JICA資料  
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資料６  ソフトコンポーネント提案書 

 

案件名： ラオス人民民主共和国ワットプー遺跡保存環境整備計画 

The Project of Preparation for Conservation of Vat Phou Arhaeological Site in Lao 
People’s Democratic Republic 

 
1. 背 景 

本プロジェクトが実施されれば、ワットプーサイトへの雨水の流入量が現状の約７割排除され、修

復後の遺跡保存が有効になるため、本格的な修復活動を開始することが出来る。しかし、ラオス国側

が有している修復計画は国家レベルの概括的なもので具体的ではない。これよりも具体的な修復計画

として、フランスの専門家が作成したものがあるが、これは国外の専門家の指導が前提になっている

計画内容で、ラオス人が自力で実際の修復作業を開始できるほどには詳細でない。また、ラオス国内

には石造建築物の修復経験者がいないという問題もある。一方、一日も早く修復に着手しなければな

らない危険な遺跡もいくつか存在している。 
そこで、今後長期に亘ると思われる修復作業の第一フェーズとして本プロジェクトを位置づけ、修

復の前段で必ず実施しなければならない計測・記録に重点をおいた機材の調達を計画した。しかし、

記録すべきデータの内容は、どのような方法で修復を行うかによって大きく異なる。修復の作業内容

が明確になってはじめて記録すべきデータの種類、形式、構造等が決まる。従って、計測・記録作業

を含めた詳細な修復作業手順の検討が同時に必要となる。 

これまで各種の調査を実施してきたフランス、イタリア及びユネスコには現在のところ詳細な修復

計画策定の予定がない。従って、本プロジェクトで調達される計測・記録機材が有効に活用されるた

めには、ソフトコンポーネントの導入によって、計測・記録技術及び修復作業手順を検討する技術が

ラオス国側に移転されることが望ましい。 

また、先方カウンターパート機関は情報文化省博物館考古学局であるが、遺物の展示に精通した職

員がいないため、保管庫に併設される展示場の展示詳細計画策定及び保管庫引渡し前の実際の展示作

業を指導することも必要である。 

 
2. 成果 

１） ワットプー管理事務所員の手で遺跡類の計測・データ処理・記録保存が出来る。 

２） ワットプー管理事務所員の手で石材の移動・運搬が出来る。 

３） 第一次修復作業手順が完成し、本格的な修復機材を入手すればいつでも修復作業が開始

できる状況になる。 

４） ソフトコンポーネントにおける共同作業で学んだ方法論に従ってラオス国側が第二次

修復作業手順策定に取り組むことが出来る。 

５） 保管庫引渡し時に主要な遺物の展示が完了し、説明用パネルの製作等の追加作業をラオ
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ス側が行えば一般公開が出来る状況になる。 

 

3. 実施形態 

建設が予定される保管庫の維持管理、特に展示場内の遺物展示を早期に完成させ観光客の入場促

進を図ること、及び調達予定の計測・記録機材の有効活用を図るために、エンジニアリング支援

を実施する。 

 

4. 活動 
 
4.1 ソフトコンポーネントによる活動内容 
 
 具体的な活動内容は以下のとおりであり、すべての活動は日本側コンサルタントの技術支援の下で、

ワットプー管理事務所の職員及び情報文化省から派遣された職員との共同作業として実施される。 
 
１） 計測対象構造物の特定 
ワットプー遺跡には数多くの石造建築物が存在する。構造物全部を計測するのは、不可能であり、

優先順位を設ける必要がある。優先順位は遺跡の重要度によるのではなく、ラオス人の手による修復

活動が実際に行われる可能性によって決めることが重要である。特に、修復技術研修の初期の段階で

は、散乱した石材を使った吊り上げ、吊り下げ、移動等の作業が行われるため、これらの石材の計測

を最優先する必要がある。以上のことを考慮して、計測すべき構造物の順位付けを行う。 
 
２） データベースの構造検討 
石造建築物を計測して得られるデータベースは、修復活動にとって有効なものでなければならない。

従って、どのようなデータベースの形態が最も活用に適しているかを検討する。 
 
３） 記録及び計測方法の検討 

計測機器を使って、実際にどのように計測するか、またどのように記録するかを検討する。 

 

４） 計測・データ処理・記録保存 
実際に石造建築物を計測し、得られたデータをコンピュータに入力し、各種の図面として出力する

とともに、系統的に保存し、必要な時に必要なデータが出力出来るようにする。具体的には、トータ

ルステーション、レベル、ミラー、スタッフの使用方法、デスクトップコンピュータの取り扱い、計

算ソフト、図化ソフトの使用法、プロッター等の周辺機器の取り扱い方等々、の研修を行う。 
なお、トータルステーションの利用とは別に、修復現場で長年培われてきた計測技術（巻尺、下げ

振り、水糸、標尺、セオドライト等による）の基本を修復作業手順策定担当の指導で研修する。 
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５） 解体作業手順の検討 
一体の構造物に注目して解体作業手順を考察し、想定する。 
 
６） 倒壊危険構造物の補強方法検討 
単管足場を利用した補強方法を検討する。 
 
７） 石材移動作業（チェーンブロック、クレーントラック） 
計測作業の過程で必要となる石材の移動が出来るように、チェーンブロック及びクレーン付トラッ

クの操作方法を研修する。 
 
８） 第一次修復作業手順の策定 

以上の一連の作業を第一次修復作業手順マニュアルとしてとりまとめる。 

 

９）遺物の展示計画策定と展示作業 

展示対象の遺物の選定、レイアウト、展示台及びパーティション配置等の展示計画策定と展示場完

成後の実際の展示作業を指導する。 
 
各活動で得られる直接的効果をまとめると下表のとおりである。 

 

 

 

4.2 技術指導の対象者 

 

（１） 修復作業手順策定及び計測・記録 

NO 業務内容 直接的効果 

1.  計測対象構造物の特定 特定方法の習得 

2.  データベースの構造検討 データベースの構造習得 

3.  記録及び計測方法の検討 記録・計測方法の習得 

4.  計測・データ処理・記録保存 計測・記録・データ処理・出力技術の習
得 

5.  解体作業手順の検討 解体作業手順策定方法の習得 

6.  倒壊危険構造物の補強方法検討 補強方法の習得 

7.  石材移動作業（チェーンブロック、クレー
ントラック） 

機材活用技術の習得 

8.  第一次修復作業手順の策定 修復手順策定方法の習得 

9.  遺物の展示計画策定と展示作業 主要な展示が完了する 
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修復作業手順を策定する技術及び計測・記録・出力に係る技術は、ワットプー遺跡管理事務所の

担当職員に対して指導されるが、中央の情報文化省（MIC）及び県地方局（PDIC）から派遣される

職員についても、出席があればこれを対象とする。 

（２） 遺物の展示計画策定及び展示作業 

 遺物の展示計画策定及び展示作業を実際に行うのは、ワットプー展示特別委員会（仮称）である。

同委員会は、MIC, PDIC 及びワットプー遺跡管理事務所の各組織から選ばれた委員で構成される

予定である。従って、展示計画策定及び展示作業の技術については、これら委員を対象として指導

する。 

 

4.3 技術指導の方法 

 技術指導は、3名の日本人コンサルタントによって実施される計画とする。実施期間は、以下のと

おりである。 

  ① 修復手順策定担当  2003 年 1 月初旬～2003 年 3月中旬  2.5 ヶ月 

  ② 計測・記録担当   2003 年 1 月初旬～2003 年 3月中旬  2.5 ヶ月 

  ③ 遺物展示担当    2002 年 2 月中旬～2002 年 3月中旬  1.0 ヶ月 

              2003 年 2 月中旬～2003 年 3月中旬  1.0 ヶ月 

       合計  7.0 ヶ月 

 

 具体的な指導方法は以下のとおりである。 

 

（１） 修復作業手順策定及び計測・記録 

 修復作業手順策定には、計測作業を含めて 8ステップの作業工程があるが、下記の初期 3ステップ

については、全員を対象として、修復手順策定担当及び計測・記録担当２名のコンサルタントが共同

で指導に当たる。指導方法は、アンコールワットにおいて試行された技術を基に、現場研修及び講義

によって行うが、研修場所はワットプー遺跡サイト及びユネスコハウスとする。 

・ 計測対象構造物の特定 

・ データベースの構造検討 

・ 記録及び計測方法の検討 

 上記 3ステップが終了した後、計測・データ処理・記録保存の作業工程に進む。ここでは、トータ

ルステーションによる計測だけではなく、石造遺跡の修復現場で培われてきた原初的な方法（下げ振
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り、水糸等による）についても研修する。現場での計測技術指導が完了する 2003 年 1 月末時点で、

研修生の特性をみて 2グループに区分する。 

グループ１（仮称：計測班）は、計測業務の後のデータ処理・記録保存に移行し、コンピュータ及

び周辺機器の取り扱いに係る研修を行う。このグループは、さらに図面の出力まで進むが、最終的に

時間的余裕が出来た場合は、再度、現場に戻って石造構造物の計測業務を継続し、データベースの充

実を図る。指導は、計測・記録担当のコンサルタントが実施する。成果は、データリスト及び図面類

とするが、 

研修生は個人的な操作マニュアルを作成する。 

グループ２（仮称：修復班）は、現場での計測作業が終了した時点で、第 5ステップの解体作業手

順の検討に進む。さらに、倒壊危険構造物の補強方法検討及び石材移動作業の研修を完了した後、そ

れまでの一連の作業を手順としてとりまとめる。指導は、修復作業手順策定担当のコンサルタントが

実施する。 

（２）遺物の展示計画策定及び展示作業 

遺物の展示に係る技術指導は、計画策定と実際の展示作業に大きく分かれる。2002 年 2 月時点に

計画策定の技術指導を行った後、先方の研修員による詳細計画の検討及び展示物（パネル、写真、絵

画、説明文、プレート等）の製作が行われる予定であるが、担当コンサルタントは、その 1 年後の

2003 年 2 月に再度現地を訪れ、展示作業を指導する予定である。指導は、日本の博物館における展

示技術に基づき、展示すべき遺物の数量及び時代区分から、展示ブース数及び展示面積を算出し、さ

らに遺物の形状、重量等から展示方法を検討する。情報文化省職員との協議を除き、研修はすべてワ

ットプー遺跡サイト及びユネスコハウスで行うが、最終の展示作業は、部分的に完成した保管庫の展

示場で指導する。 

形状不安定な遺物を展示するに当たっては、種々の工夫が必要になるため、その技術移転も併せて

行う。 

 

4.4 成果品 

 ソフトコンポーネントの活動によって得られる成果は以下のとおりである。 

１）第一次修復作業手順書 

修復対象となる石造建築物に関する修復作業の手順を記載したマニュアルが策定され

る。 
２）遺跡（石造構造物）の座標データと出力図面 
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計測を行った石造構造物の座標データ及び図面が作成される。 

３）展示場の遺物の展示が概ね完了し、暫定的に一般公開が出来る。 

主要な遺物が展示され、一般公開に耐えられる最低限の展示が完了する。 

 

5. 役務調達方法 

 技術指導は本邦コンサルタント直接支援型で実施する。 

なお、ラオス国側研修者の人件費、及び関連諸費用はラオス国側負担とする。 

 

6. 実施工程 

（１） 修復作業手順策定及び計測・記録保存 

修復作業手順策定及び計測・記録保存に係るソフトコンポーネントは、施設建設工事竣工前の計

2.5 ヶ月、現地において実施する。 

（２） 遺物展示 

 遺物の展示計画策定に係る技術指導は、D/D の初期 2002 年 2 月中旬から 1.0 ヶ月行い、実際の展

示作業は、施設建設工事竣工前の 2003 年 2月中旬から 1.0 ヶ月実施する。 

 
      修復作業手順策定担当 1名  期間：2.5 ヶ月 
      計測・記録保存担当  1 名  期間：2.5 ヶ月 
      遺物展示担当     1 名  期間：2.0 ヶ月 

 

2002 年 2003 年 N
O 

業務内容 

2 月 3 月 4 月～12 月 １月 2 月 3 月 

1. 計測対象構造物の特定       

2. データベースの構造検討       

3. 記録及び計測方法の決定       

4. 計測・データ処理・記録保存     
 

  

5. 解体作業手順の検討       

6. 倒壊危険構造物の補強方法
検討 

      

7. 石材移動作業（チェーンブロ
ック、クレーントラック） 

      

8. 第一次修復作業手順の策定        

9. 遺物の展示計画策定と展示       
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ラオス国ワットプー遺跡保存環境整備計画ソフトコンポーネント 

プロジェクトの要約 指標 
指標データ入手

手段 
外部条件 

上位目標 
• 第一次修復作業が実施され
る 

• 第二次修復作業手順が策定
される 

• 新たに発見される遺物に応
じてレイアウトの見直しが図
られる 

 
• 修復箇所数及び修復量 
 
• 成果「第二次修復作業手順
書」 

• レイアウト 

 
• 現地調査及

び写真撮影 
• 成果の照査 
 
• 写真撮影 

 
• ラオス国政府の遺跡の

保全に係る政策に変更が

ない。 
• 所要の修復用機材が調

達される 
• 関係した特別委員が残

っている 

プロジェクト目標 
• ワットプー管理事務所職員
の手で計測・データ処理・記
録保存が出来る 

• ワットプー管理事務所職員
の手で石材の移動・運搬が出
来る 

• 説明用パネルの製作が出来
る 

 
• 計測作業能力 
• コンピュータによるデータ処
理能力 

• 石材移動能力 
 
 
• 開館 

 
• 実地検証及
び実地試験 
 
 
 
 
• 入場者数 

 
• 職員の異動がない 
• 機器の維持管理が継続

的に行われる 
• 臨時作業員の雇用が出

来る 
 
• 所要の費用を確保出来

る 

成果 
• 修復作業手順が策定される 
 
• 計測対象構造物のデータベー
スが構築される 

• 主要な展示が完了する 

 
• 成果「第一次修復作業手順
書」 

• 成果「基礎データ」 
 
• 展示内容 

 
• 成果の照査 
 
• 成果のアウ
トプット 

• 視察・撮影 

 
• 将来に亘って遺跡の保全
を希望する意欲的職員が
参加する 
 
• 特別委員会が積極的に活
動する 

活動 
共同作業 
1. 計測対象構造物の特定 
2. データベースの構造検討 
3. 記録及び計測方法の検討 
4. 計測・データ処理･記録保存 
5. 解体作業手順の検討 
6. 倒壊危険構造物の補強方法
検討 

7. 石材移動作業 
8. 第一次修復作業手順書の策
定 

9. 遺物展示計画策定及び展示
作業 

投入 
日本側 
1. 修復作業手順策定担当コンサルタントを 1 名、
2.5 ヶ月間派遣する 

2. 計測・データ処理・記録保存担当コンサルタント
を 1名、2.5 ヶ月間派遣する 

3. 遺物展示担当をD/D及び施工期間中に各1ヶ月間
派遣する 

 
 
ラオス国側 
1.  情報文化省は現地に監督・指導技術者を派遣す
る 

2.  情報文化省チャンパサク地方局は共同作業に
参加する技術者を現地に派遣する 

3.  情報文化省は共同作業に必要な費用（派遣費
用、車両運転費等）を確保する 

前提 
• ラオス国政府、情報文

化省及びﾁｬﾝﾊﾟｻｯｸ県が
遺跡の早期修復を望ん
でいる 

• 計測・データ処理・記
録保存を担当する技術
者を任命又は雇用し
て、ワットプー管理事
務所に配属させる 

• 修復作業を担当する技
術者を任命又は雇用し
て、ワットプー管理事
務所に配属させる 

• 展示作業を行う特別委
員会を設立する 
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資料７  事前評価表 
 
1. 協力対象事業名 
ラオス人民民主共和国 ワットプー遺跡保存環境整備計画 
2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 
（１） ラオスは、大メコン圏の中央に位置し、その開発がインドシナ半島全域の政治的安定と経済的

繁栄にとって重要であり、我が国と伝統的に友好関係にあるが、後発開発途上国（LLDC）であ
ることに加え、構造的な財政赤字・貿易赤字を抱えているとともに、97 年のアジア経済危機を
契機にマクロ経済運営能力の強化が求められており、これに対応するためには財政機構改革や
制度・組織体制等の整備が不可欠であり、支援を必要としているため、我が国は援助を実施し
ている。 

（２） 本プロジェクトの協力対象であるワットプー遺跡は、5世紀以後のクメール文化を代表する貴重
な遺跡の一つである。1987 年の UNDP による調査を手始めに、ユネスコ、フランス、イタリア、
日本等の支援によって様々な調査が行われてきた。また、ユネスコの文化遺産保存日本信託基
金によって 1996 年より協力が開始され、その活動結果として策定された「チャンパサク文化遺
産サイト修復・運営管理計画」が、1998 年 9 月にラオス政府の正式な国家計画として承認され
た。しかし、遺跡修復への道筋がつけられたものの、実際のところ修復作業は一切行われてい
ない。その最大の理由は、ワットプー寺院遺跡の裏山に降った雨水が、寺院の敷地内に大量に
流れ込み、地下に浸透して、重い石造遺跡の基礎を破壊しているために、この雨水の浸入を排
除しなければ修復作業を実施しても再び崩壊する可能性があるためである。加えて、具体的な
修復計画を策定するに当たって必要となる遺跡の計測作業が本格的に実施されていないことも
問題である。 

（３） 当該国の社会・経済事情については別添の「ラオス国の社会・経済事情」参照。 
3. 協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 
ワットプー寺院遺跡を雨水から保護するとともに、未整理のまま倉庫に収蔵されている約 300 点の遺物を安全
に保管し、併せて、将来の遺跡修復のために必要なデータを整備することを目的とする。 
4. 協力対象事業の内容 
（１）対象地域 
   チャンパサク県ワットプー遺跡 
（２）アウトプット 

１） ワットプー寺院の裏山の山腹に開渠水路 147.34ｍ、山麓に暗渠水路 55.0ｍが建設され、ワット
プーサイトに流入する雨水の集水面積が 70％削減される。 

２） 展示機能付き保管庫が建設され、収集された遺物が安全に収納されるとともに、歴史的に重要
な遺物が展示され一般に公開される。 

３） 遺跡修復に必要な計測・記録を行うための機材及び住民啓蒙活動用機材が調達される。 
・ 第一次修復作業手順書が策定される。 
・ 遺跡（石造構造物）の座標データ及び図面が作成される。 

（３）インプット 
１） ワットプー寺院の裏山の山腹に開渠水路 147.34ｍ、山麓に暗渠水路 55.0ｍを建設する。 
２） 収集遺物を収納・展示するために、展示場（480m2）、収蔵庫（180 m2）、資料室（60 m2）、管理事

務所（90 m2）等からなる、延床面積 960 m2の保管庫を建設する。 
３） 遺跡修復に必要な計測・記録を行うための機材及び住民啓蒙用機材を調達する。 
４） ソフトコンポーネント 

・ 修復作業手順策定に係る技術支援 
・ 遺跡の計測・記録に係る技術支援 
・ 展示計画策定及び展示作業に係る技術支援 

（４）総事業費 
概算事業費  2.49 億円  （日本側 2.45 億円   ラオス側 0.04 億円） 

（５）スケジュール 
   実施設計を含め約 14 ヶ月の工期を予定。 
（６）実施体制 
   情報文化省博物館考古学局、チャンパサク県地方局及びワットプー遺跡管理事務所 
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5. プロジェクトの成果 

１） プロジェクトにて裨益を受ける対象の範囲および規模 
遺跡訪問者（年間 23,000 人）及びワットプー遺跡管理に係る関係者 

２） 事業の目的（プロジェクト目標）を示す成果指標 
 ・ 修復の対象となる遺跡をトータルステーションで計測したデータ数（座標点）が増加する。 

 

 

 

 

 ・ 展示機能付き保管庫に展示する遺物の数が増加する。 

 

 

 

 

 

項目 2001 年（実施前） 2004 年（実施後） 

計測・記録データ数 ― 28,000 座標点 

項目 2001 年（実施前） 2004 年（実施後） 

展示出来る遺物の数 ― 250 点 

6. 外部要因リスク 

１） ワットプー遺跡管理事務所は、遺跡修復担当職員を新たに２名雇用し、合計５名で計測・記録・
修復作業を継続する必要がある。 

２） 中央の情報文化省は、統括、建築及び土木の専門家を現地に派遣して、計測・記録・修復作業
に関して、ワットプー遺跡管理事務所職員の技術指導に当たる必要がある。 

３） 無償資金協力で建設される施設及び調達される機材を有効活用するための維持管理費用が毎年
確実に予算化される必要がある。 

４） 自然条件として、確率年 100 年の降雨量を超える降雨がないこと。 
7. 今後の評価計画 

（１）事後評価に用いる成果指数 

１） 遺物展示場の入場者数 

２） 計測・記録データ量 

（２）事後評価の時期 

展示場及び機材引渡し後１年 
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